
URL http://www.baystars.co.jp横浜DeNAベイスターズ

横浜F・マリノス URL
T E L 045-285-0677
http://www.f-marinos.com

(トリコロールメンバーズ事務局 10:00～17:00/不定休 )
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● 横浜F・マリノスふれあいサッカー教室

● アレックス・ラミレス監督

● 三浦 大輔選手
　2016シーズンをもって、現役を引退
した三浦選手。
　横浜一筋25年の長きに渡りチーム
の象徴として活躍を続けた。
　ファンを愛し、ファンから愛された”ハ
マの番長“の次なる挑戦に期待したい。

● 筒香 嘉智選手
　本塁打44本、打点110とキャリアハイ
を記録した日本を代表するホームランバ
ッター。
　チームの主砲そして、キャプテンとし
て若きチームを引っ張る。

定　員　約40名　
参加料　1人1,000円～（保険料込）
※定員、参加料とも各スポーツセンターによって異なる場合があります。
※ふれあいサッカー教室の開催日程及び募集期間は各スポーツセンターによって異なるため、直接スポーツセンターへお問い合
   わせください。
※磯子スポーツセンター（045-771-8118）のふれあいサッカー教室については11月20日から受付が始まります。

　横浜F・マリノス「ふれあいサッカープロジェクト」では、サッカーをこれか
ら始めたいというお子さんから、お父さんお母さんが参加する親子サッカ
ーなど参加者がサッカーを通して、楽しい時間を過ごせるよう丁寧な指導
を心がけています。
　中でも好評をいただいているのが「横浜F・マリノスふれあいサッカー教
室」です。横浜市18区のスポーツセンターで開催し、毎年たくさんの皆さん
にご参加いただいています。
　初心者や女の子でも大歓迎。ぜひ、気軽にお近くのスポーツセンターで
ご参加ください。

　球団初のクライマックスシリーズファイナルステージ進出を果たした、横浜DeNAベイスターズ。残念ながら日本シリーズは逃し
ましたが、今シーズンのベイスターズを語るにあたり、外すことのできない3名をピックアップしました。
　2017シーズンもより一層のご声援、宜しくお願いします。

©YDB

©YDB

©YDB

©Y.F.M

　観客動員数も日本一を達成した98年を超え、球団史
上最高を記録した。
　2017シーズンは就任2年目となるA.ラミレス監督の
もと、セ・リーグ優勝、日本一を目指す戦いとなる。
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バスケットボールの新時代　B.LEAGUE　熱戦が続く!!

　サッカーというスポーツそのものが、人々の生活の質（クオリティ・オブ・ライフ）を向上
させる力を持っています。今、障害を抱えて生活をしている方のケア方法としてサッカー・
フットサルが注目を浴びています。
　2007年に大阪で提唱された精神障害者フットサルが、2008年から横浜でもスタート
し、横浜FCが有志のみなさんとともに取り組みを続けています。
　地域貢献活動の一環として、サッカーやフットサルを通じた社会参加の促進と余暇の
充実を図ること、そして障害者の生活の幅を広げ、ひいては生活のしづらさを解消してい
くことを目的とします。
　2015シーズンは、雨天にも関わらず26チーム276名の参加者が集い、それぞれの目標
に向かってボールを一心に追いかけました。

　「サッカーを通じて自身の新しい可能性を発見し、人間関係の広がりを築き、豊かな生
活を送っていただくこと。」
　それが横浜FCの願いです。

横浜ビー・コルセアーズ URL
T E L 045-507-4544
https://b-corsairs.com

（事務局）

横浜FC URL
T E L 045-372-5212
http://www.yokohamafc.com

（代表）

11/26(土)18:00～ vs 三遠ネオフェニックス
11/27(日)14:00～ vs 三遠ネオフェニックス
12/10(土)18:00～ vs シーホース三河
　

12/11(日)14:00～ vs シーホース三河　
12/17(土)18:00～ vs 仙台89ERS
12/18(日)14:00～ vs 仙台89ERS　
　

H29/1/2(月)16:00～ vs 京都ハンナリーズ
H29/1/3(火)14:00～ vs 京都ハンナリーズ
　

～サッカーの新しい可能性～
精神障害者のフットサル大会「横浜FCヨコハマぽるとカップ」

©YOKOHAMA FC

　バスケットボールの新リーグ「B.LEAGUE」が9月末に華々しく開幕し、横浜文化体育
館で開催された横浜ビー・コルセアーズの開幕節は満員御礼の大盛況。２日間で6,479
名が来場し、熱い歓声に会場が沸く中、新たな歴史のスタートを切りました!
　「B.LEAGUE」では試合数が増え、レギュラーシーズン60試合を戦うビーコル。
　ここからはメインのホームアリーナである横浜国際プールでの試合が続きます。ハイ
レベルで迫力満点のバスケットボールはもちろん、横浜らしい、ビーコルらしい会場エン
ターテイメントをたっぷりお楽しみください!
☆注目試合☆　
平成29年1月2日（月）16:00と1月3日（火）14:00から京都ハンナリーズと横浜国際
プールで対戦します。家族で一緒に熱く盛り上がろう! 

試合日程（11/26から1/3まで）　会場は全て横浜国際プール

©YOKOHAMA B-CORSAIRS

©YOKOHAMA FC


